
与謝野町合併２０周年記念フラグシップアクション　822 万円
　令和７年度は与謝野町が誕生して２０年の節目を迎えます。私たちは、
先人たちの並々ならぬご尽力の結果、誕生した与謝野町をより豊かなま
ちとして次代に継承していく責務を有しています。これまでの歩みを振
り返り、未来をて展望していく機会にしてまいりたいと考えております。
年間を通して、各種記念事業を展開します。

京都府立看護学校整備事業
　本町男山地区に立地をしている京都府立看護学校が新たに生まれ変わ
ります。令和７年に入り、令和８年度中の完成をめざして、学舎と学生
寮の新設に向けて整備工事がはじまりました。現在１学年４０名の定員
ですが、６０名の定員となると同時に、学生寮は１００室で個室化が図
られます。この間、近隣首長や府議会議員の皆さまとともに関係各所へ
の要望を重ねながら、立地自治体として様々な調整を行ってまいりまし
た。本整備事業の推進によって、当地域の医療体制が充実してまいりま
すので、とても嬉しく思っています。

　令和４年度の与謝野町の決算において、地方公共団体の財政の健全
化に関する法律に示されている４つの財政指標のひとつである「実質
公債費比率（家計に例えると、年収に対して借金の返済が占める割
合）」が北海道夕張市の６７.４％に次いで１７.２％となったことが新
聞紙上で報道されました。財政破綻するといった不安をかきたてる言
動もあり、ご不安を感じられた方もおられるかもしれません。
　結論を申し上げますと、「実質公債費比率」を含む４つの財政指標
は、国の基準を下回っており、まちの貯金である基金を積み立ててい
ること、まちの借金である町債残高は減少していること、実質収支は
黒字であることなどから、財政破綻が起こるような状態ではありませ
ん。今後もそのような状態にはなり得ません。詳しい解説については、
下記のＱＲコードからご確認ください
なぜ、「実質公債費率」が高いのかと申しますと、特別会計の借金返済
への一般会計からの繰出金が多いことが影響しています。
　繰出金が多い要因は、合併直後の平成１８年から平成２３年までの
短期間で下水道整備を行ったことに伴う借金返済によるものです。
　一連の報道により、住民の皆さまからはなぜそのような下水道整備
を行ったのかとご質問を受ける機会もありましたが、私は生活環境の
向上と流域の環境改善のためには必要な事業であったと繰り返しご
説明してまいりました。
　行政運営のバトンを受け取り、正確に財政状況を把握していく中
で、今後の見通しをもちながら財政運営を行ってまいりましたので、
世論が過熱しても冷静に原因や対策をご説明してまいりました。
今後においても、持続可能な行財政運営に努めてまいります。
　財政破綻するといったフェイクニュースには十分にお気をつけく
ださい。
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行財政改革の推進
　持続的な行財政運営を行うために重要な施策の一つに公共施
設の管理運営を位置づけています。平成２７年９月に公共施設の
現状を把握・分析するための公共施設白書を策定したことを起
点に、公共施設等総合管理計画及び実施計画に基づき各施設の適
正化に努めてまいりました。令和６年度末までに全１６６施設の
うち４６施設（改修６ 閉鎖１ 統合６ 廃止 27 解体 4 新設２）で取
り組みを進めました。住民の皆さまとの対話を通して、各施設の
あり方を見定めてまいります。

与謝野町の財政状況について

与謝野町の財政状況
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養蚕事業の誘致が実現
　織物事業者の皆さまの弛まぬご努力によって、与謝野町は世界最高峰
の絹織物産地となりました。かけがえのない産業を次代に継承していく
ために、原料を生産する養蚕事業を地域に定着させたいと考えてまいり
ました。この度、与謝野町で世界一のシルクを創りたいという企業の誘
致が成功し、この春から桑飼地域で養蚕事業を見据えた桑園整備がはじ
まりました。関係者の皆さまのご尽力に感謝いたします。

令和７年度施政方針

(写真左）近隣首長や府議会議員の皆さまとともに、
西脇京都府知事に要望を重ねてきました

(写真上）桑飼地域・養蚕事業を見据えた桑園整備

(写真下）京都府立看護学校イメージ図



令和７年度

　令和７年度については、私が選挙で掲げました公約と第２次与謝野町総合計画
の整合性を図りながら各種政策を推進することを基本原理として、住民の皆さま
に寄り添う、やさしいまちづくりを実現・強化してまいりたいと考えております。
　その礎となる令和７年度当初予算ですが、総額２２４億８ ,３８６万円とな
り、対前年度 8.6％増となりました。令和７年度の行政運営の指針をお示しした
施政方針演説と当初予算の詳細は下記のＱＲコードからご確認いただけまし
たら幸いです。
　以下、主な事業やまちの動きについてご紹介いたします。

令和４年度~令和６年度

与謝野町出産準備支援金の創設  [ 令和４年４月 ]
　こども・子育て環境の充実を図るために、出産に係る経済的負担の軽減
を目的に１児につき１０万円を給付する「出産準備支援金制度」を創設いた
しました。

能登半島地震に伴い職員を被災地に派遣 [ 令和６年１月 ~２月 ]

　元旦に発生した令和６年能登半島地震に職員を派遣し、被災地支援を行
うとともに大地震が発生した際の対応を学ばせていただきました。その後、
国府と協調し、木造住宅等耐震化支援及び耐震診断士派遣制度を強化いた
しました。

子育て支援医療費助成の対象年齢を高校生相当年齢まで拡大
[ 令和６年 4月 ]

　令和６年４月診療分から高校生相当年齢の方まで入院・通院の医療費助
成制度を受けていただくこととなりました。入院・通院にかかった医療費
のうち、保険診療分の自己負担額を助成しています。内容は、０歳から１８
歳を対象に（１医療機関・月・２００円）です。

TANGO OPEN CENTER グランドオープン [ 令和６年 6月 ]

　丹後織物工業組合の敷地内に丹後の高い織物技術と美しい製品にふれる
ことができる拠点が設置されました。あわせて、絹織物の製造工程のなか
で重要な役割を担う精練を見学できるようになりました。

よさの乗合交通の本格運行を開始 [ 令和６年 10 月 ]

　公共交通事業者における運転士不足の中、持続可能な公共交通体系を整
えるために関係者の皆さまのご協力を得て、野田川地域及び加悦地域にお
いて「よさの乗合交通」の本格運行を開始いたしました。令和６年１２月には、
中野国土交通大臣にもご来町いただき本事業をご視察いただきました。

京都府消防操法大会で与謝野町消防団が準優勝 [ 令和６年 8月 ]

　住民の皆さまの生命・身体・財産を守るために、昼夜を問わず活発に活
動していただいている与謝野町消防団。日頃の高い指揮・技術力を発揮さ
れ、京都府の消防操法大会（ポンプ車操法の部）において準優勝を飾られ
ました。与謝野町消防団ここにあり！のご活躍でした。

旧尾藤家住宅が国の重要文化財に指定 [ 令和６年１月 ]

　重要伝統的建造物群保存地区にあるちりめん街道の中心的な役割を担っ
ている旧尾藤家住宅が国の重要文化財に指定されました。元の所有者で
あった尾藤様をはじめ、長年にわたり保存にご尽力されてきた地域住民の
皆さまのお力添えの賜物です。深く感謝申し上げます。令和６年４月には
祝賀会が開催され、多くの方々で賑わいました。

住民票の写し・印鑑登録証明書のコンビニ交付開始 [令和５年１２月]

　住民の皆さまが役場にお立ち寄りになる目的は各種諸証明の発行手続き
が７０％程度との調査結果を受け、コンビニなどにおいても住民票の写し
や印鑑登録証明書を発行しております。今後も、オンライン手続きを含め
てサービス内容の拡充を図ってまいります。

英国ウェールズ・アベリスツイス市との友好協定を締結 [ 令和５年１１月 ]

　第二次世界大戦中に大江山ニッケル鉱山にて捕虜として強制労働に従事
していた故フランク・エバンス氏の平和への思いを受け、旧加悦町の時代
にはじまった国際交流事業です。持続的な交流を実現するために、アベリス
ツイス市と与謝野町は友好協定を締結いたしました。本町にとっては、初の
国際的な友好協定の締結です。昨年１１月には、マルドゥイン市長を含む８
名の視察団が本町にお越しになり、住民の皆さまとも交流していただきま
した。

与謝野町長等政治倫理条例の制定  [ 令和４年６月 ]
　町長等が持つべき倫理観や地方自治の根本的な原則を政治倫理基準とす
る他、町長等が政治倫理基準等に違反する疑いがある場合に町民の皆さま
から調査請求をすることができることを定める等、自己の地位による影響
力を行使して、自己の利益を図ることがないように必要な措置を規定して
います。

クアハウス岩滝の営業再開 [ 令和５年８月 ]

　長年にわたり指定管理者制度の活用によって施設運営をしてまいりまし
たが、町直営運営により営業を再開いたしました。利用者の皆さまのご協力
によって、安全を第一とした営業を行っています。令和６年度には、加悦小
学校のプール授業を行い、児童からも楽しかったとの感想を受けています。
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グループホーム「つばき・りあん」が開所 [ 令和５年９月 ]

　加悦地域の公共施設跡地に障がいのある皆さまが安心して生活すること
ができる拠点が開所いたしました。当事者及びご家族を支えていくための
大切な施設です。設立及び開所にご尽力いただきましたすべての関係者の
皆さまに心から感謝いたします。

学校給食センター施設整備事業　81,874 万円
　旧岩屋小学校跡地に新たな学校給食センターを整備し、令和８年度中の
供用開始をめざします。町内６小学校と３中学校に通う児童生徒に安全で
美味しい給食を提供する予定です。施設供用後はアレルギー対応と代替メ
ニューの充実を図ります。

認定こども園施設整備事業　8,617 万円
　野田川地域に新たな認定こども園を整備し、令和９年度中の開園をめざ
します。石川保育所周辺に定員１８０名の新園舎を整備するために、建築
工事設計業務と敷地造成工事等を実施いたします。

与謝野駅整備事業　1,022 万円
　与謝野駅は丹後山田駅として開設されてから本年で１００年の節目を
迎えます。この間、地域住民の皆さまが主体的に駅周辺のまちづくりに
取り組んでこられました。駅周辺の活性化のみならず、その効果をまち
全体に広げていくために各種事業に取り組みます。令和７年度は、駅前
広場整備工事の実施設計及び駅舎整備工事の基本設計を行います。令和
９年度中の整備完了をめざします。

駅前広場整備及び駅舎整備のイメージ図

現地での宮津与謝消防組合
の活動の様子

旧桑飼小学校の跡地で
特別養護老人ホーム開所

( 写真上）京都府の消防操法大学の様子
( 写真下左・右）野田川地域及び加悦地域において「よさの乗合交通」の本格運行を開始

( 写真右）
旧尾藤家住宅が国の重要文化財に指定。祝賀
会が開催され、多くの方々で賑わいました。

旧岩屋小学校跡地・新たな学校給食センターのイメージ図

特別養護老人ホーム与謝の園開所 [ 令和６年 3月 ]

　地域に愛される社会福祉法人
によって旧桑飼小学校の跡地で
特別養護老人ホームが開所いた
しました。このことにより、安
心して暮らし続けることができ
る地域づくりが進みました。与
謝野町役場としても長年にわた
り伴走してまいりましたので、
とても嬉しいです。

( 写真左）
英国ウェールズ・アベリスツイス市との
友好協定を締結。


